




現況引渡し等に関する特約確認書 

（賃貸借契約書・重要事項説明書 添付別紙）

賃貸人（甲）と賃借人（乙）は、本物件の賃貸借契約および重要事項説明にあたり、以下の特約条項について相

互に確認し、本契約と一体不可分のものとして合意します。 

物件名 
① 現況有姿による引渡し 

通常の居住に支障がない状態での引渡しを前提とし、現況有姿で引き渡す。募集図面、WEB広告、写真等と

の差異は現況を優先し、差異を理由とする賃料減額、条件変更、再交渉はできない。 

② ハウスクリーニング・修繕の品質基準 

清掃は通常清掃（ハウスクリーニング）であり、新築品質を保証しない。利用に支障のない軽微な傷、汚

れ、補修跡、経年劣化、特有の臭気等について甲は責任を負わず、再施工、部材交換、清掃やり直し等の請

求はできない。 

③ 残置物の取り扱い 

残置物の撤去・存置の判断権限は甲（貸主・管理会社）にある。乙の撤去希望は申込時までに書面で申し出

たものに限り、契約成立後の撤去依頼、追加要望、入居後の故障に伴う修理・交換・費用請求は一切できな

い。 

④ 先行契約（未内見申込）の自己責任 

未内見での契約は乙自身の判断と責任によるものとし、「イメージと違う」「古い」等を理由とする契約解

除、賃料減額、修繕要求その他異議申立ては一切できない。 

⑤ 署名の真正性および代筆の禁止 

本別紙および申込時の承諾書への署名は、乙本人が内容を確認・理解し、必ず本人自ら行ったものとする。

万一、仲介会社等の第三者による代筆や説明不足による署名が発覚し、後日紛争や損害が甲に発生した場

合、当該書面を媒介した仲介会社がその全損害・費用について連帯して責任を負う。 

甲および乙は、上記すべての内容を正しく理解し、通常の居住に適する状態での引渡しを前提として、通常清掃基準、

経年劣化の範囲、残置物の取り扱いおよび未内見契約時の確認事項について合意のうえ、本別紙に署名（または電子署

名）いたします。

署名日      年   月   日 

賃借人（乙） 氏名：                         印 


